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新宮支部講習会報告

和歌山市の中心市街地活性化の現状について

わし館、木地屋、器楽屋、黒江ぬりもの館など。また県内

最古の枯山水が残る浄国寺など見所がたくさんありま

す。下駄市に合わせてぜひ一度黒江地区を散策してみ

て下さい。

続いてもう一つは海南市下津町にある山路王子神社で

古くから行われ「泣き相撲」の愛称で親しまれている行事

です。正式には「奉納花相撲」と呼ばれているこの行事

は江戸中期から行われ子供の無病息災を願い、生後４

ヶ月から４歳までの男の子だけを対象とされ、赤いふんど

しをつけて介添い人に抱えられた子供が相撲をとります。

交互にあおむけに倒され仲良く１勝１敗となり、「土俵の

土を背に付けると元気に育つ」と言われ毎年多くの参加

者が集います。また泣き声が大きいほど豊作になるとも言

われ、相撲が行われる日は静かな山あいも訪れた参加者

で終日歓声がこだまします。秋の訪れを垣間みるこの伝

統行事、県の無形民族文化財にも指定されています。

こういった伝統行事がその地域毎に数多く残っていま

す。季節の訪れを感じると共にその歴史に触れる。そう

することで自分の住む町により愛着が沸き、強いて地域

活性化にも繋がればと思います。近くに訪れた際、タイミ

ングが合えばぜひ皆様もこのにぎやかな行事を覗いて

下さい。

それでは次号、和歌山市支部さんお願いします。

海草支部　東端秀典

̶̶̶̶ 「̶下駄市」と「泣き相撲」̶ ̶̶̶̶

今月号から始まります「紀州さんぽ数珠つなぎ」トップバッ

ターの海草支部からは夏と秋の訪れを告げる伝統行事

を二つ紹介します。

漆器の街として名高い海南市黒江地区。今も残る古い

町並みは訪れる人をあたたかく迎えてくれます。この黒江

地区で年に一度、お盆の期間に開催されるお祭りをまず

紹介します。「下駄市」と呼ばれるこのお祭りは江戸末期

から約１００年続く伝統的なお祭りです。祭りの名前の由

来は古く、黒江地区で働く職人が、盆に里帰りする際、主

人に新しい下駄を用意してもらう習慣から同地区に下駄

を販売する店が集まって来たことに由来します。

お祭り当日は川端通り300メートルを交通規制し露天商

や漆器、家庭日用品など約150の露天が並び、そのうち

下駄を販売するお店は約１０店舗。お盆の帰省に伴い当

日は２万人程の来客があります。最近では若い人でも浴

衣を着る人が多く、下駄の存在も見直されています。お気

に入りの浴衣に身を包んで、浴衣に似合う1足を見つける

というのもいいのではないでしょうか。海南に夏の訪れを

告げる貴重な伝統行事です。

この黒江地区には古い町並みはもちろんのこと、地酒黒

牛の酒造資料を展示する、温故伝承館。その販売を行う

黒牛茶屋。漆器の展示・販売、漆器作りが体験できるうる

・現状は、中心市街地活性化やコンパクトシティー構想と他部
署とで調整が付いていない状況で、市の施策として整合性
が取れていない。
等の諸問題が挙げられました。

建築士会と和歌山市との連携については、建築士の専門的
知識を今後の事業に反映して欲しいので、地域貢献活動推
進センターの連携や活用、その他提案が有れば前向きに検討
して頂けるとの事。今後もお互いに協力して行く事を確認して
散会しました。

和歌山市支部 畠中克治

去る、8月29日（金）東牟婁振興局3階大会議室に於いて建築
基準法の講習会を開催致しました。支部会員及び会員外を
含め76名の受講者のもと、講師先生に新宮建設部事業調整
課建築グループの野尻博司様・西川直孝様・峪 明宏様のご
厚意により開催、
野尻博司様には建築基準法について、
西川直孝様には確認申請等について、
峪 明宏様には中間検査及び完了検査についてのご講

義を頂き特に木造住宅中間検査の金物の適正使用について
は詳細な説明を受け、又質問も沢山あり有意義な実りおおい
講習会でありました。

きのくに特派員 新宮支部 川上弘保

和歌山市の中心市街地に関する建築士会と和歌山大学との
共同調査から5年間経ち、その間の中心市街地の状況を把握
しきれていなかった為、改めて和歌山市の持っている情報を収
集しようという事で、和歌山市のまちづくり局まちおこし部へ最新
の中心市街地活性化やコンパクトシティー構想に関する施策
等について話を伺ってきました。まちおこし部から、池永俊二部
長、同部まちおこし推進課の中居浩課長、同課 武一薫企画員
の3名に出席して頂き、和歌山県建築士会からは7名が参加し
ました。
先ずは、まちおこし推進課の武一氏より、和歌山市の「中心市
街地活性化基本計画」の「訪れたくなるまち」「住みたくなるま
ち」「歩いて楽しく過ごせるまち」の三つの基本方針と、それに
沿って計画された官民合わせて全53からなる事業の概要と、
ぶらくり丁周辺の現状をお聞きしました。旧丸正に関して、フォ
ルテワジマのオープン前後での通行人の数が、昨年11月と比
べて今年の3月の時点で5割増で7月現在では3割増へと推移
しており、フォルテを軸に紀の国ぶらくり劇場とベストウエスタン
ホテルの参入で人の流れが出来つつあるとの事です。

次に、まちおこし部の池永部長に現状認識と諸問題等を伺い
ました。
主な内容として、
・市として中心市街地の情報収集を始めたばかりで、駐車場
の状況や権利関係を把握しきれていない。
・市民がぶらくり丁の再生事業だと思ってしまっているので、更
に市民への浸透を図る必要がある。
・コンパクトシティー化を進めてインフラ整備のコストを圧縮した
い。
・市の中心市街地活性化案は、中心部に文化的なコアを創る
ようにサポートし街の再生を計る事を念頭に策定している。
・現在、市の土地利用計画を策定中。
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